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ピンなど鋭いものを本体に入れないでください。

ヒーターは医療用途に使用しないでください。
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お腹や胸、頭部やのどには使用しないでくださ
い。

もみ玉面に勢いよく体をあてないでください。
事故やけがのおそれがあります。

マッサージ器の上に寝た状態で使用しないでく
ださい。
負荷がかかりすぎ、事故やけがのおそれがあり
ます。

持ち手を強く引っ張ったり、振り回さないでくだ
さい。
思わぬ事故やけがのおそれがあります。

保管の際は、ヒーター部の上に物を置かないでく
ださい。
故障や事故の原因になります。
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商品は、定期的に点検してください。
事故やけがの原因になります。

初めてご使用の際は、弱の設定からご使用くだ
さい。
事故やけがのおそれがあります。

使用時以外は電源プラグをコンセントから抜い
てください。
絶縁劣化による感電・漏電・火災の原因になります。

電源は交流100V専用コンセントを使用してくだ
さい
火災やケガの原因になります。

本体に強い衝撃や荷重をあたえないでください。
故障や事故の原因になります。

ご使用の前に必ず取扱説明書をお読みのうえ、
正しくご使用ください。

浴室など湿気の多い場所では使用しないでください。
また、水などの液体がかからないようにしてください。
感電や故障の原因になります。



持ち手背パッド

固定用ベルト

リモコン

リモコンポケット

もみ玉（ヒーター内蔵）

座面
（ヒーター内蔵）

背部

電源プラグ
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本　体　



電源ランプ
電源の入/切を
表示します

停止ボタン
ボタンを押すと全ての動作が
停止します

全体コースランプ
全体コースの入/切を表示します

肩コースランプ
肩コースの入/切を表示します

電源ボタン
電源の入/切をおこないます

全体コースボタン
全体コースの入/切をおこないます

上限設定ランプ
上限設定の入/切を表示します

上限設定ボタン
上限設定の入/切をおこないます

もみランプ
もみの入/切を表示します

もみボタン
もみの入/切をおこないます

肩コースボタン
肩コースの入/切をおこないます

たたき強さランプ
たたきの強・中・弱を表示します

たたきボタン
たたきの入/切、強さ調整を
おこないます

ヒーターランプ
もみ玉と座面のヒーターの
入/切を表示します

ヒーターボタン
もみ玉と座面のヒーターの入/切を
おこないます

ご使用前の準備

●

●組み立て方

ネジ

電源コード

袋

本体の裏側にあるネジは機器を固定しています。このネジは
輸送中に機器が破損するのを防ぐために使用されています。
電源を入れる前に付属の六角レンチを使用してネジを外し、
電源コードを袋から出してください。
※このネジを外さないと、動作でき
ません。
※外したネジは、再度取り付けない
でください。機器が破損して故障
の原因になります。

リモコン

六角レンチ
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ご使用前の準備

注意

使用前の注意事項

●ご使用前のご注意

注意

• 使用前にマッサージ部の縫製破れが
ないか確認してください。破れてい
る場合は使用しないでください。
• 使用前にリモコンの操作ボタンや
タイマーが正常に動作するか､確認
して使用してください。
• しばらく使用しなかった場合、もう
一度取扱説明書をよく読み、機器が
正常にまた、安全に動作することを
確認してから使用してください。

●使用する際は、本体を椅子やソファなどの安定した場所に置いてください。
※椅子やソファなどに傷が付く恐れがある場合は、必ず本機との間に、傷
防止用に敷物を敷いて使用してください。

●椅子で使用する際は、固定用ベルトを椅子の
背もたれに固定して使用してください。
※本機が倒れて事故やけがのおそれがあります。

●キャスター付の椅子や回転椅子では使用しな
いでください。
※本機が倒れて事故やけがのおそれがあります。

●背パッドは、マッサージを使用しない場合や、
マッサージが強すぎると感じる場合に使用し
てください。

本体を寝かせて、マッサージ器の上に寝た
状態で使用しないでください。
負荷がかかりすぎ、事故やケガのおそれが
あります。
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固定用
ベルト

縫製破れがないか
確認してください。

マッサージ部

背パッド



電源ボタン「　 」を押す

使いかた

正しく確実に差し込んでください。

電源プラグをコンセントに
差し込む

自動コースの「全体」又は「肩」
ボタンを押し、動作を開始する

「上限設定」ボタンを押し、
もみ動作の上限を設定する
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●もみ動作中に「上限設定」ボタンを押
すと、上限設定のランプが点灯し、最下
部からボタンを押した時の位置までの
施療範囲で、もみ動作を繰り返します。
●もう一度押すと、上限設定のランプが
消灯し、上限設定の設定が解除され
ます。
※上限設定は電源を切らない限り、最初
に設定した上限を記憶して動作します。

●押したボタンのランプが点灯し、動作
が始まります。
「全体」は腰から肩までを中心にマッ
サージするコースです。
「肩」は肩を中心にマッサージする
コースです。
●もう一度押すともみ玉がスタート位置
に戻り、動作が停止します。（原点復帰）

●電源ランプが点灯し、電源が入ります。
もう一度押すと電源が切れ、電源ラン
プが消灯します。

中

最下部

ボタンを
押した位置が
上限となる

施療範囲

1

2

2 3 4

3

4



たたき：弱

弱ランプ点灯

切（停止）

ランプ消灯

中ランプ点灯

たたき：中
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使いかた
「たたき」ボタンを押し、
たたき動作を行なう

「もみ」ボタンを押し、
もみ動作を行なう

※もみ動作中に「たたき」ボタンを押して
同時に動作することもできます。

●もみボタンのランプが点灯し、動作が始ま
ります。
腰から肩までを上下移動し、もみマッサー
ジします
※「上限設定」ボタンを押してもみの上下移
動の範囲を設定することもできます。
●もう一度押すともみ玉がスタート位置に戻
り、動作が停止します。（原点復帰）

●たたき動作を行ないます。
「たたき」ボタンを押すたびに、たたきの
強さが切り替わり、強中弱の表示ランプも
切り替ります。

※たたき動作中に「もみ」ボタンを押して
同時に動作することもできます。

もみランプ点灯

もみ動作

もみランプ消灯

強ランプ点灯

たたき：強

切（停止）

5
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もみ玉＋座面

両ランプ点灯

切（停止）

両ランプ消灯

もみ玉ランプ点灯

もみ玉

使いかた

ヒーターボタンを押す
●もみ玉が動作中に「ヒーター」ボタンを押
すと、座面ともみ玉ランプが点灯し、座面
ともみ玉のヒーターが動作します。
「ヒーター」ボタンを押すたびに、下記の
ようにヒーターの動作が切り替わり、表示
ランプも切り替ります。

電源ボタン「　」を押す
●「　」ボタンを押すと、全ての動作が止まり、もみ玉が上部定位置へ移
動します。（原点復帰）
※「停止」ボタンを押して全ての動作を停止することもできます。
その際は最後に「　」ボタンを押し、もみ玉を上部定位置へ移動させて
ください。
※「停止」ボタン、「　」ボタンを押さない場合はタイマーが働き、１５分で
全ての動作が自動停止します。

●もみ玉が停止中に「ヒーター」ボタンを押
すと、座面ランプのみが点灯します。
「ヒーター」ボタンを押すたびに、下記の
ようにヒーターの動作が切り替わり、表示
ランプも切り替ります。

※「ヒーター」は15分で自動停止します。

座面ランプ点灯

座面

座面ランプ点灯

座面

両ランプ消灯

切（停止）

中

7

8

7

8
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保管について

お手入れ

故障かなと思ったら

しばらく本体を休ませて（1時間程度）から再度動作を確認してください。

マッサージ動作を始めてから、約15分経過するとタイマー機能がはたらき、自動的に運転が
停止します。故障ではありません。
動作ボタンを押すと運転を再開します。

本　体

背パッド
●背パッドはファスナーを開き、取り外して洗濯
できます。背パッドに縫い付けてある洗濯絵
表示に従って洗濯してください。
※背パッドの内部には樹脂綿が入っていますので、
洗濯後は十分に乾燥させてからお使いください。

背パッド

本体 ファスナー






